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循環型社会実現のためのコンセプト「コメットサークルTM」�

C

リコーグループは、環境活動の推進を通じて、「循環型社会」の実現に貢献していきます。持続

可能性の高い社会であるためには、まず、最小の資源で最大の効果を生み出す循環型社会

である必要があります。「コメットサークル」は、資源が製品になり、使用され、リサイクルされる

循環型社会を表現したものです。私たちは、コメットサークルに表現されているすべてのステージ

において、より少ない資源で、より環境負荷が少なく、より効率的な活動を行い、資源循環の

ループがより小さく、コメットサークルの内側に向かうよう努力しています。�

●全ステージでの環境負荷の把握と削減�

社会全体の環境負荷を最小限にするために、リコー
グループはもちろん、仕入先様、お客様、リサイクルを
ともに進める事業者など、すべてのステージおよび輸
送段階で発生する環境負荷を把握し、技術開発やリ
サイクルのしくみづくりによって環境負荷を削減します。�
�

●内側ループのリサイクルを優先�

資源の経済的価値が最も高まるのは、「製品として
お客様に使用していただいている」状態です。リコー
グループは、使用済み製品を、再び価値の高い状態
に戻すために必要な資源・エネルギー・コストを最小
にすることを目指し、内側ループでのリサイクルやリ
ユースを優先的に採用しています。�
�

●重層的リサイクルの推進�

リサイクルを可能な限り繰り返し「重層的」に行うこ
とにより、資源の消費や廃棄物の発生を削減する
ことができます。リコーグループの目標は、埋立廃棄
物ゼロです。�

●経済効果のあるリサイクルへ�

循環型社会を実現するためには、経済合理性が必
要です。つまり常にモノとお金の流れが逆方向に
なっているリサイクルシステムを構築する必要があり
ます。リコーグループは、リサイクル対応設計などによっ
てリサイクルコストを削減しています。一方、再生・リサイ
クルされた製品を評価し、優先的に購入する社会シ
ステムの構築も重要です。�
�

●すべてのステージとのパートナーシップ�

リコーグループの努力だけでは環境負荷削減量も
限られます。材料・部品メーカー、お客様、リサイクル
事業者など、すべてのステージの方々に協力いただ
くことで、効果的な環境負荷削減を、経済合理性の
ある方法で実現できます。�

リコーグループの環境活動のコンセプト（コメットサークル）� 環境活動推進体制�
�

リコーグループは以下のような組織体制のもとで、�

グループ全体の環境活動を推進しています。�

社　長�

経営会議�

環境大会�環境統括会議�

5極環境会議�

回収・製品リサイクル・省エネ委員会�

事業所リサイクル／CO2削減委員会�

化学物質管理委員会�

環境情報発信委員会�

鉛はんだ削減ワーキンググループ�

PVC削減ワーキンググループ�

環境負荷情報システム構築プロジェクトチーム�

欧州環境会議�

米州環境会議�

アジア・パシフィック環境会議�

中華（中国・台湾）環境会議�

日本環境会議�

TD（Top Decision）会議�
行動計画・施策の決定を随時行います。�
経営審議連絡会�
行動計画の進　管理を行います（年2回）。�

環境行動計画の進　管理を行います（月2回）。�
議長：環境担当役員�
事務局：社会環境室　　メンバー：下部組織議長、委員長�

技術基準の設定（ごみゼロの定義など）、事例紹介データ
ベースの構築などを行います。�

化学物質管理基準の設定（PRTR運用基準など）、化学
物質代替事例の水平展開などを行います。�

リコーグループ内での情報交換とともに、情報発信のため
の企画立案・実施を行います。�

技術基準の設定（省エネルギー測定基準、運用基準など）、
事例紹介データベースの構築などを行います。�

各極とも、販売統括会社が極の環境保全機能
を統括します（日本極は社会環境室が統括）。�

環境行動計画の進　管理を行います（年1回）。�
メンバー：各極環境管理責任者�
欧州環境会議�
米州環境会議�
アジア・パシフィック環境会議�
中華（中国・台湾）環境会議�
日本環境会議�
各極環境会議が地区ごとに生産系事業所およびオフィス
系事業所の環境保全機能を統括します。�

リコーグループ環境活動5極体制�

PRTRワーキンググループ�

2000年3月現在�
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汚染予防�

●省資源・リサイクル（製品）�

�
リサイクル対応設計、リサイク
ルシステムの構築、リサイクル
製品の開発を進めています。�
�
●省資源・リサイクル（事業所）�

�
工場のごみゼロ化などを通し
て、最小の資源で最大の効
果をあげる「完全生産」の実
現を目指しています。�
�
●省エネルギー（製品）�
�
地球温暖化防止のために、
優れた省エネルギー機器の
開発・販売を行っています。�
�
●省エネルギー（事業所）�
�
エネルギーも資源であるとい
う考えのもと、効率的利用を
進めています。�
�
●汚染予防（製品）�
�
製品に含まれる化学物質の
適切な管理、有害物質の使
用禁止・削減を行っています。�
�
●汚染予防（事業所）�
�
製品の製造工程における有
害物質の使用・排出・廃棄量
の削減を進めています。�
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21世紀に、社会から存続を望まれる企業であるためには、もはや「環境」は欠くことのできないキーワー
ドです。しかし、経済効率を無視した環境活動を行っていては、企業として存続することは不可能になり
ます。リコーグループの環境への取り組みを振り返ってみると、最初に法規制やお客様からのニーズにお
応えするための「環境対応」の時代がありました。やがて地球市民として自律的・継続的に環境負荷の
削減に取り組む「環境保全」の時代を迎えます。そして今、私たちは、環境と経営を同軸のものとして捉え、
経済効率の高い「環境経営」を実現しようとしています。リコーグループの環境経営は、ごみゼロ工場の
ように、すでに経済効果が現れているものをはじめ、リサイクル事業のように経済効果が現れる時期が予想
できているもの、まだ経済効果が現れていないものなど、レベルはさまざまです。「環境対応」から「環境
保全」、さらに「環境経営」の実現に向けて、私たちは率先して活動を展開しています。�

「環境対応」から「環境保全」、そして「環境経営」へ。�
�

P11-121）エコバランスによる環境負荷分析�

すべての事業活動の環境負荷を「エコバランス」で分析します。これによって、どの事業活動から、どれくらいの環境
負荷が発生しているかを定量的に把握できるため、環境負荷の高いところから、効率的に改善していくことが可能に
なります。�

2）環境行動計画の策定�

エコバランスの分析に基づき、環境負荷を効率的に改善するための「環境行動計画」を立案します。また、環境
会計（セグメント環境会計）によって、環境施策別の費用対効果を分析し、環境経営のための意思決定に反映
させます。�

P13-14

3）環境改善のための活動�

環境行動計画の実現に向けて、環境マネジメントシステムなどのツールを活用するとともに、環境技術開発、グリー
ン購入などの活動を推進し、環境負荷とトータルコストを削減していきます。また、各部門の評価尺度に「環境」の
項目を入れ、社員の意識付けを図っています。�

●環境マネジメントシステム　P15-16�
●環境経営情報システム　   P17-18�
●環境技術開発　               P19-20

●グリーンパートナーシップ　 P21-22�
●環境教育・啓発　  　　   P23-24�
●安全衛生　　　　　　  P25-27

●環境社会貢献　 P28-30

P15-30

4）環境会計�

環境活動を実施した結果（環境費用、環境負荷削減効果、経済効果）をチェックし、環境経営の意思決定を行
うためのツールが「環境会計」です。環境会計システムは、リコーの経理システムの一部として稼動しています。�

P31-34

5）環境コミュニケーション� P35-36

環境活動の基盤と領域�
�

リコーグループは、環境と経営を同軸とする「環境経営」を実現するために、�

エコバランスをはじめ、環境マネジメントシステム、�

環境会計など、さまざまなツールを導入しています。�

これにより、各領域（省資源・リサイクル、省エネルギー、汚染予防）ごとに�

効率的な環境活動を推進しています。�
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環境経営�

P35-36

●環境コミュニケーション�

環境活動の結果を、環境報告書や環境ラベルなどによって情報開示しています。自律的・継続的な環境活動を
推進するためには、情報開示によって、ステークホルダーの支持を得ることも重要であると考えています。�


